
令和７年度新潟市少年少女スポーツ大会 

第４６回 バスケットボールの部 特別規則及び注意事項 

 

1. ユニフォーム及びベンチ 

（１） 各チームは必ず濃淡２色のユニフォーム（ビブスも可。ただし、上下同色とす

ること）を用意すること。組み合わせ表の若い番号チームが淡色を着用とする。

ただし対戦チームとの話し合いにより、変更することは可能。（審判員にもそ

の旨報告する） 

（２） ベンチはオフィシャル席に向かい右側が組み合わせ番号の若いチームとする。 

（３） チームベンチ前にて移動しながらコーチングできるのは、指導者資格（ライセ

ンス）を有するもの１名のみとします。 

（４） ベンチ内へ、メガホンなどの応援道具は持ち込まないこと。 

（うちわは、叩くと応援道具となるので注意すること） 

（５） ベンチの後ろで保護者や関係者が応援することは認められない。 

 

2. 試合時間 

（１） 試合時間は、現行の競技規則通りに行う（すべて止める） 

（２） ハーフタイムは、５分とする。 

（３） ヴァイオレイション、ジャンプボールシチュエーション、ファウルのすべての

時に時計を止める。 

 

3. 同点と延長 

延長戦については、２分休憩、３分試合とし、第２延長以降はさらに２分休憩、３

分試合で２点先取したチームの勝ちとする。 

 
4. 交代及び出場選手登録 

（１） 各クォーターの出場選手登録は、Ｔ．Ｏ席前に並んでチェックを受けること。 

（２） 第１クォーターの出場選手登録は「３分前」、第２～４クォーターの出場選手

登録は、前クォーター終了後直ちに済ませること。 

 

5. ２０２５年度 少年少女スポーツ大会で適用する特別競技ルール 

「スリーポイント」の適用 

  



6. その他 

  『指導者証』について 

今大会において指導者証として認定するものは以下のものとする。 

・ＪＢＡ公認コーチライセンス（S／A／B／C／D／E） 

・日本スポーツ協会公認スポーツ指導員 

・新潟市「スポ柳都にいがた」指導員 

 

  試合球は人工皮革５号球とし、各チームの持ち寄りとする。 

 

  選手の応援態度やマナーはもちろんですが、保護者の応援態度、マナー等もコ

ーチが責任をもって指導してください。特に審判のジャッジに対するクレーム

は、厳しく慎むよう指導してください。 

 

  試合のライブ配信は禁止とする。 

 

  インテグリティの精神に基づき、クリーンバスケット、クリーンザゲームに保

護者・選手・コーチともに徹すること。 

 

  ギャラリーで応援の際に、メガホンなどものを叩いての応援は禁止とする。 

 


